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　平成 24 年９月定例会は９月 13 日から 20 日までの会期で開催しました。今定例会では、町提出議

案 17 件を全会一致で原案のとおり可決 ( 同意 ) し、平成 23 年度決算 10 件を認定しました。また、

議員発議１件を可決しました。                     

  一般質問では８名の議員が、町長の政治姿勢、親水公園の整備、再生可能エネルギーへの取り組み、

獣害対策、行政区の見直し、放射線被害対策、人づくりなどについてただしました。
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高城小学校の塙小学校への統合を議決

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

塙
町
立
小
中
学
校
条
例
の
改

正
が
議
決
さ
れ
、
平
成
25
年

４
月
に
高
城
小
学
校
を
塙
小

学
校
に
統
合
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
高
城
小
学
校
は
、
明
治
６

年
、
現
在
の
熊
野
神
社
境
内

に
植
田
小
学
校
と
し
て
開
校

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ

の
後
、
明
治
20
年
に
植
田
尋

常
小
学
校
、
昭
和
16
年
に
高

城
国
民
学
校
、
昭
和
22
年
に

高
城
村
立
高
城
小
学
校
と
改

称
し
、
昭
和
30
年
に
塙
町
立

高
城
小
学
校
と
な
り
ま
し

た
。

　
現
在
の
場
所
に
開
校
し
た

の
は
昭
和
47
年
で
、
こ
の
と

き
に
伊
香
分
校
が
統
合
さ

れ
、
49
年
に
は
真
名
畑
小
学

校
が
統
合
し
て
い
ま
す
。

　
高
城
小
学
校
は
、「
み
ど

り
の
少
年
団
活
動
」
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
て
、
平
成
18

年
か
ら
22
年
に
か
け
て
様
々

な
賞
を
受
賞
し
、
全
国
の
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
重
ね
て
き
た
歴
史
に
幕

を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
高
城

小
学
校
で
最
後
と
な
る
学
習

や
行
事
な
ど
に
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

平成 25 年４月

　10 月 19 日、秋晴れの中、高城小学校マラソン

大会が行われました。子どもたちの力強い走りと

地域の方々の温かい声援がとても印象的でした。

高城小学校の子どもたち



会計別決算の状況
（単位：万円）

会　　　計
歳　　入 歳　　出

23 年度 22 年度 23 年度 22 年度
一 般 会 計 927,785 830,976 871,938 591,026

特
　
別
　
会
　
計

老 人 保 健 0 2 0 1
国民健康保険 115,954 118,931 112,193 110,298
簡 易 水 道 0 20,189 0 19,583
笹 原 財 産 区 110 135 25 24
農業集落排水 13,064 12,172 13,058 12,170
塙林間工業団地 2,485 1,389 1,615 68
公 共 下 水 道 16,287 17,603 16,259 17,593
介 護 保 険 77,499 75,614 77,495 75,566
老人ホーム米山荘 15,178 15,570 14,090 14,743
後期高齢者医療 8,895 8,967 8,855 8,950

合 　 計 1,177,258 1,101,548 1,115,528 850,023

平成 23 年度上水道事業損益計算書から

科目 金額（円） 備　考
１．営 業 収 益 92,425,288 水道料など
２．営 業 費 用 181,912,963 運営経費 ･ 減価償却など
３．営業外収益 131,079,864 町補助金など
４．営業外費用 31,117,156 償還利息など

経 常 利 益 10,475,033
５．特 別 利 益 0
６．特 別 損 失 240,744 過年度損益修正
当年度純利益 10,234,289

財政健全化比率

健全化判断比率 平成23年度 平成22年度 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ― ― 15 20

②連結実質赤字比率 ― ― 20 35

③実質公債費比率 9.9 11.3 25 35

④将来負担比率 48.0 62.0 350 ―

経営健全化比率

特別会計名 比　率 平成23年度 平成22年度 経営健全化比率

簡 易 水 道 ①資金不足比率 ― ― 20.0

農業集落排水処理事業 ①資金不足比率 ― ― 20.0

公 共 下 水 道 事 業 ①資金不足比率 ― ― 20.0

塙林間工業団地用地取得造成事業 ①資金不足比率 ― ― 20.0

塙町上水道事業会計 ①資金不足比率 ― ― 20.0

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

※比率欄の「－」は各会計に不足額がないことを表す。

町債（借入金）
57990万円 6.3% 繰入金、諸収入等

28875万円 3.1%

繰越金
239950万円
　　　25.9%

地方交付税
269758万円 29.1%

町税
81791万円 8.8%

国庫支出金
121727万円

13.1%

県支出金
109347万円 11.8%

交付金等
18346万円 2.0%

公債費（借金返済）
55994万円 6.4%

その他
24123万円
2.8%

総務費
397438万円 45.3%

農林水産業費
93799万円 10.8%

民生費
89861万円 10.3%

教育費
81028万円 9.3%

衛生費
52091万円 6.0%

土木費
28321万円 3.2%

消防費
22375万円 2.6%

商工費
19960万円
　　　2.3%

議会費
9649万円

1.1%

一般会計歳出の内訳

一般会計歳入の内訳
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平
成
23
年
度
の
決
算
総
額
（
一
般
会
計
、

特
別
会
計
）
は
歳
入
が
、
１
１
７
億
７
２

５
８
万
円
、
歳
出
が
１
１
１
億
５
５
２
８

万
円
で
、
差
引
額
は
６
億
１
７
２
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
92
億
７
７
８
５

万
円
、
歳
出
は
87
億
１
９
３
８
万
円
、
差

引
額
は
５
億
５
８
４
７
万
円
で
、
こ
の
う

ち
繰
越
明
許
費
と
し
て
１
億
６
２
１
０
万

円
を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま
す
。

　
決
算
額
が
例
年
に
無
く
増
加
し
て
い
る

の
は
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
が

前
年
度
よ
り
繰
り
越
さ
れ
た
こ
と
や
震
災

復
興
・
復
旧
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

平成23年度決算総額117億円を認定

議
案
審
議
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決
算
審
議

町
税
の
収
納
対
策
は

　
小
林
　
町
税
の
不
納
欠
損

額
・
収
入
未
済
額
が
増
加
し

て
い
る
が
、
対
策
は
。

　
答
弁
　
督
促
状
、催
告
書
、

戸
別
訪
問
な
ど
実
施
。給
与
、

銀
行
口
座
、
土
地
建
物
を
調

査
し
差
押
え
も
行
っ
て
い

る
。
課
員
の
外
各
課
長
も
戸

別
訪
問
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
小
林
　
不
納
欠
損
は
不
公

平
で
あ
る
。
徴
収
す
る
と
い

う
決
意
を
聞
き
た
い
。

　
答
弁
　
全
庁
体
制
が
と
れ

て
い
な
い
と
監
査
の
指
摘
も

受
け
て
い
る
。
全
職
員
で
の

取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

税
以
外
の
未
収
入
の
状
況
は

　
鈴
木（
幸
）　
分
担
金
負
担

金
、使
用
料
の
未
収
状
況
は
。

　
答
弁
　
分
担
金
の
未
収
は

Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
加
入
申

込
金
、
使
用
料
は
Ｉ
Ｐ
告
知

シ
ス
テ
ム
使
用
料
・
地
デ
ジ

再
送
信
シ
ス
テ
ム
使
用
料
、

温
泉
使
用
料
、
住
宅
使
用
料

で
あ
る
。

　
鈴
木（
幸
）　
国
・
県
支
出

金
と
町
債
が
未
収
の
理
由
は
。

　
答
弁
　
繰
越
事
業
分
で
あ

る
。

不
用
額
多
い
理
由
は

　
鈴
木（
幸
）　
不
用
額
が
多

額
に
生
じ
た
理
由
は
。

　
答
弁
　
繰
越
明
許
費
・
事

故
繰
越
事
業
で
の
不
用
残

や
湯
遊
ラ
ン
ド
の
補
助
金

３
千
万
円
が
返
納
さ
れ
た
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

給
食
費
収
納
対
策
は

　
鈴
木（
幸
）　
給
食
費
未
納

の
理
由
と
今
後
の
対
応
は
。

　
答
弁
　
給
食
費
以
外
に
も

滞
納
が
あ
る
状
況
。
学
校
だ

け
で
な
く
今
後
教
育
委
員
会

で
も
徴
収
し
て
い
く
。

事
業
の
詳
細
は

　
藤
田（
一
）　
民
生
費
と
衛

生
費
で
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
を
実
施
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

　
答
弁
　
民
生
費
は
少
子
化

対
策
事
業
、
衛
生
費
は
出
生

後
未
熟
児
等
対
象
に
実
施
し

た
。

避
難
者
の
状
況
は

　
藤
田（
一
）　
現
在
も
町
内

に
避
難
者
は
い
る
の
か
。

　
答
弁
　
厚
生
病
院
関
係
者

で
か
な
り
の
人
数
が
塙
町
で

生
活
し
て
い
る
が
具
体
的
に

は
把
握
し
て
い
な
い
。

湯
遊
ラ
ン
ド
補
助
金
返
還
は

藤
田（
一
）　
湯
遊
ラ
ン
ド
へ

の
補
助
金
の
う
ち
東
電
か
ら

の
賠
償
金
分
は
返
還
さ
れ
た

の
か
。

　
答
弁
　
6
千
万
円
交
付
し

3
千
万
円
返
還
さ
れ
た
。

ダ
リ
ア
栽
培
技
術
指
導
員
養

成
事
業
等
の
成
果
は

　
鈴
木（
安
）　
ダ
リ
ア
栽
培

技
術
指
導
員
養
成
事
業
、
ダ

リ
ア
拡
大
振
興
事
業
の
成
果

は
。

　
答
弁
　
県
の
緊
急
雇
用
事

業
と
、
ふ
る
さ
と
雇
用
事
業

で
、
ダ
リ
ア
園
整
備
、
ダ
リ

ア
の
Ｐ
Ｒ
、
周
辺
整
備
を
実

施
。

中
学
校
周
辺
の
整
備
は

　
鈴
木（
安
）　
中
学
校
の
東

国
有
林
利
用
計
画
は

　
鈴
木（
茂
）　
那
倉
字
炉
沢

の
国
有
林
を
購
入
し
た
経
緯

と
利
用
計
画
は
。

　
答
弁
　
森
林
管
理
署
と
の

話
し
合
い
の
中
で
購
入
、
森

林
ふ
れ
あ
い
公
園
を
計
画
。

自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
は

　
鈴
木（
幸
）　
自
殺
対
策
緊

急
強
化
基
金
事
業
の
成
果
は
。

　
答
弁
　
相
談
会
を
13
回
実

施
、
継
続
し
て
実
施
予
定
。

婦
人
会
へ
の
補
助
金
増
額

を　
小
林
　
婦
人
会
へ
補
助

金
は
増
額
で
き
な
い
か
。

　
答
弁
　
来
年
度
検
討
す

る
。

不
納
欠
損
・
収
入
未
済
は

　
小
林
　
保
険
税
の
課
税

方
法
は
。

　
答
弁
　
所
得
割
だ
け
で

な
く
資
産
割
・
平
等
割
・
均

等
割
が
課
税
さ
れ
る
。

　
小
林
　
町
長
は

職
員
に
ど
の
よ
う

な
指
導
を
す
る
の

か
。

　
答
弁
　
資
質
向

上
と
粘
り
強
い
交

渉
を
求
め
て
い
く
。

　
小
貫
　
不
足
分

は
一
般
会
計
か

ら
繰
入
を
考
え
て

は
。

　
答
弁
　
公
平
性

の
観
点
か
ら
難
し

い
。

　
藤
田（
一
）　
滞
納
者
へ
の

資
格
証
明
書
発
行
件
数
は
。

　
答
弁
　
23
年
度
は
27
世
帯 

に
交
付
し
て
い
る
。

　
藤
田（
一
）　
収
納
率
改
善

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
答
弁
　
全
庁
的
な
体
制
と

徴
収
専
門
の
嘱
託
員
の
雇
用

等
を
検
討
し
た
い
。

川
上
集
排
接
続
率
は

　
鈴
木（
安
）　
川
上
の
接
続

率
が
低
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
答
弁
　
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
の
世
帯
が
多
い
。

　
小
峰
　
地
域
へ
の
き
め
細

か
な
説
明
が
必
要
で
は
。

　
答
弁
　
丁
寧
に
説
明
し
て

加
入
促
進
を
図
り
た
い
。

不
納
欠
損
を
防
ぐ
方
策
は

　
藤
田（
一
）　
不
納
欠
損
を

防
ぐ
た
め
の
方
策
は
。

　
答
弁
　
徴
収
猶
予
や
分
納

で
時
効
中
断
に
努
め
て
い
る
。

　
藤
田（
一
）　
公
平
性
確
保

の
た
め
に
も
未
収
金
の
確
保

は
重
要
、
そ
の
対
策
は
。

　
答
弁
　
上
水
道
と
連
携
し

徴
収
を
。
未
収
の
場
合
は
給

水
停
止
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

藤
田（
一
）　
監
査
意
見
書
で

収
納
率
の
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
。

　
答
弁
　
担
当
課
だ
け
で
な

く
役
場
全
体
の
連
携
も
必
要
。

側
に
山
積
み
に
な
っ
て
い
る

砕
石
の
使
い
道
は
。
旧
校
舎

前
に
あ
っ
た
考
え
る
人
の
像

が
放
置
さ
れ
て
い
る
が
。

　
答
弁
　
今
年
度
整
備
す
る

予
定
、
確
認
し
て
対
応
し
た

い
。

川上集落排水処理施設

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

公
共
下
水
道
事
業

議
案
審
議

ダリア栽培の指導を



５　塙町議会だより第 120 号

介
護
予
防
事
業
の
推
進
を

　
鈴
木（
幸
）　
介
護
予
防
事

業
の
特
定
と
一
般
の
違
い
は
。

　
答
弁
　
特
定
は
、
医
学
療

法
士
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
行
う
介
護
予
防
教
室
を
、

一
般
は
、
地
区
集
会
所
な
ど

で
健
康
体
操
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

　
鈴
木（
幸
）　
介
護
予
防
事

業
の
目
的
は
健
康
増
進
で
あ

り
、
医
療
費
の
節
減
に
つ
な

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
。

　
答
弁
　
反
省
す
べ
き
と
こ

ろ
は
反
省
し
、
効
果
的
事
業

と
す
る
た
め
検
討
し
た
い
。

不
納
欠
損
を
防
ぐ
方
策
は

　
藤
田（
一
）　
上
水
道
と
下

水
道
の
納
付
書
を
一
緒
に
で

き
な
い
か
。

　
答
弁
　
現
在
検
討
中
。

　
藤
田（
一
）　
監
査
意
見
書

が
「
概
ね
適
正
」
の
理
由
は
。

　
答
弁
　
未
収
金
全
体
を
資

産
に
計
上
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
問
題
提
起
と
し
て
「
概

ね
」
と
表
現
し
た
。

塙
町
復
興
産
業
集
積
区
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例

　
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
つ
い
て
定
め
る
。

監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
石
川
昭
彦
氏
（
上
石
井
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦

　
生
方
和
廣
氏（
常
世
北
野
）

　
鈴
木
俊
二
氏
（
川
上
）

人

事

案

件

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

塙
町
介
護
保
険
財
政
安
定
化

基
金
条
例

　
介
護
保
険
料
率
の
増
加
抑

制
の
た
め
基
金
を
設
置
す

る
。

塙
町
防
災
会
議
条

例　
災
害
対
策
基
本

法
の
一
部
改
正
に

伴
い
防
災
会
議
の

充
実
を
図
る
。

塙
町
災
害
対
策
本
部
条
例

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
条
例
の
改
正
を

す
る
。

塙
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　
医
療
費
無
料
化
を
15
歳
ま

で
か
ら
18
歳
ま
で
に
拡
大
。

塙
町
立
小
学
校
及
び
中
学
校

条
例

　
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　
鈴
木（
安
）　
高
城
小
学
校

の
体
育
館
と
校
庭
は
ど
う
利

用
す
る
か
。

　
答
弁
　
地
域
の
た
め
の
利

用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
藤
田（
一
）　
25
年
4
月
統

合
の
計
画
が
あ
っ
た
の
に
、

な
ぜ
体
育
館
の
耐
震
補
強
工

事
の
契
約
を
し
た
の
か
。

　
答
弁
　
地
域
の
理
解
を
得

ら
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る

こ
と
も
想
定
し
て
い
た
。

塙
町
奨
学
資
金
貸
付
基
金
の

設
置
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例

　
貸
付
対
象
者
を
専
門
学
校

生
等
に
も
拡
大
す
る
。

質
　
疑

　歳入総額は 117 億 73 百万

円、 歳 出 総 額 は 111 億 55

百万円となり、当町としては

かつて無い財政規模となっ

た。この結果、収支残額総計

は６億 17 百万円、実質収支

額５億 19 百万円と、厳しい

財政環境下にあっては比較的

余裕が感じられる収支状況であった。

　平成 23 年度は大型事業である地域情報通信施設整

備事業が完了するなど、震災による事故繰越し分を含

め事業が順調に消化遂行され、財政運営においても一

応の健全性が維持されつつ決算が終了したところであ

る。

　決算実績を分析すると、歳入において震災の影響に

よる入湯税の大幅減少にもかかわらず町税合計で僅か

ながら増加に転じたことは健闘の証と見たい。

　当町の歳入構造は依然として地方交付税、国県支出

金、借入金等への財源依存が目立っており、行政環境

や諸条件により、やむを得ないところではあるが町税

をはじめとした自主財源不足の体質が恒常化しつつあ

る。国の深刻な財政事情と併せ、各自治体における医

療、介護等の扶助費の負担増等、益々厳しい行財政環

境を中長期的に見通したとき、本町の将来にわたる健

全かつ自主的行財政運営を目指して、固定観念や旧弊

に囚われない改革意識を以って、また全員の叡智を結

集し安定した自主財源の確保と経常経費の効率化・合

理化に取組まれるよう期待する。次の事項について実

行・実施を要望する。

・町税等の収納率向上と収入未済額の縮減

・不納欠損処理の厳格化

・課税の公平化・厳格化

・重要財政指標への認識強化と数値目標の設定

　　　　　　　　　　　　塙町監査委員　石川　昭彦

　　　　　　　　　　　　　　 同 　 　 大縄　武夫

決算審査意見書から

緊急情報を確認する職員

介
護
保
険

上
水
道
会
計

議
案
審
議
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一
般
質
問

と
き
、町
民
目
線
の
立
場
で
、

町
政
が
で
き
る
も
の
と
思
う
。

　
質
問
　
三
期
目
の
重
点
施

策
は
何
か
。

　
答
弁
　
第
一
に
「
風
評
被

害
」
の
一
掃
、
第
二
に
「
脱

原
発
」
に
向
け
た
取
組
み
、

第
三
に
「
若
者
定
住
化
」
に

向
け
た
取
組
み
、
第
四
に

「
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
」、

第
五
に
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
た
め
の
施
策
」、
第

六
に
「
教
育
施
設
の
充
実
」

で
あ
る
。

育
む
教
育
は
各
学
校
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
質
問
　
多
く
の
熟
年
の
方

の
工
芸
品
は
町
の
宝
で
あ
り
、

匠
の
技
で
あ
る
。
こ
の
方
々

の
技
を
伝
承
す
る
場
所
を
設

け
て
欲
し
い
。

　
答
弁
　
既
存
の
公
民
館
な

ど
、
今
あ
る
施
設
を
使
っ
て

ぜ
ひ
伝
承
や
作
品
作
り
に
励

ん
で
ほ
し
い
。

　
質
問
　
町
の
加
工
特
産
品

（
保
存
期
間
の
長
い
も
の
）
が

な
か
な
か
開
発
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
。
補
助
金
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
も

っ
と
町
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　
答
弁
　
加
工
品
の
特
産
品

づ
く
り
は
な
か
な
か
大
変
で

あ
る
が
、
県
の
補
助
金
等
を

心
配
し
て
い
る
。
増
や
す
対

策
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
当
初
よ
り
入
館
者

が
減
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

震
災
が
追
い
討
ち
を
か
け

た
。
当
町
に
避
難
し
て
い
る

方
の
絵
や
40
年
前
の
町
の
写

真
を
展
示
し
た
り
、
か
な
り

好
転
し
て
い
る
。
広
報
や
Ｉ

Ｐ
告
知
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。

あぶくま高原美術館

所
は
、
な
く

て
は
な
ら
な

い
と
思
う
が

復
活
で
き
な

い
か
。

　
答
弁
　
財

源
の
問
題
に

よ
り
止
め
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。
復
活

と
い
う
よ
り
、

別
な
形
で
道

の
駅
は
な
わ

の
Ｐ
Ｒ
を
し

た
い
。

町の考えを問う

町長の政治姿勢を問う 鈴木　茂議員

町民と一体になった町政を 町　長

使
い
、
町
の

方
の
意
識
の

向
上
に
努
め
、

前
向
き
に
取

り
組
み
た
い
。

　
質
問
　
あ

ぶ
く
ま
高
原

美
術
館
の
入

館
者
が
少
な

い
状
況
で
、

地
域
の
方
も

あぶくま高原美術館入館者増の対策は

展示品の工夫とＰＲをしていく

郷
土
愛
の
把
握
と
教
育
は

各
学
校
で
取
り
組
み
を

技術伝承等の施設整備を

既存の施設で実施を

　
質
問
　
町
民
目

線
の
政
治
と
よ
く

言
わ
れ
る
が
、
町

長
が
考
え
る
町
民

目
線
の
政
治
と
は

何
か
。

　
答
弁
　
町
民
の

方
の
訴
え
る
力
と

私
の
行
う
町
行
政

が
一
体
と
な
っ
た

道
の
駅
は
な
わ
の

　
観
光
案
内
所
復
活
を

別
の
形
で
道
の
駅
Ｐ
Ｒ
を

　
質
問
　
風
評
被
害
は
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

道
の
駅
は
な
わ
の
観
光
案
内

質
問
　
町
の
将
来
を
考
え
た

と
き
、
こ
れ
か
ら
町
を
支
え

て
く
れ
る
小
中
学
生
の
郷
土

愛
が
、
気
に
か
か
る
が
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
そ
の
教
育
は
し
て
い

る
か
。

　
答
弁
　
子
供
た
ち
の
地
域

行
事
の
参
加
や
青
少
年
主
張

大
会
の
発
表
内
容
か
ら
判
断

す
る
と
子
供
た
ち
の
町
を
思

う
気
持
ち
は
充
分
で
あ
り
心

配
な
い
と
思
う
。
郷
土
愛
を

手作りの籠
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質
問
　
若
者
が
安
心
し
て

塙
町
に
定
住
で
き
る
若
者
向

け
住
宅
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
住
宅
な
の
か
。ま
た
、

建
設
場
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

の
考
え
は
。

　
答
弁
　
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
観

点
か
ら
一
戸
建
て

庭
付
き
の
住
宅
に

し
た
い
。
町
大
工

さ
ん
に
若
者
の
希

望
す
る
住
宅
を
考

え
て
ほ
し
い
。
20

年
、
30
年
住
め
ば

土
地
つ
き
家
付
き

で
無
償
譲
渡
と
い

う
こ
と
も
考
え
た

町の考えを問う

町長三期目の具体的取り組みは
吉田克則議員

山水花のまちづくりを進める

一
般
質
問

磐梯町の若者向け住宅

　
質
問
　
原
発
事
故
に
よ
る

精
神
的
賠
償
金
県
内
一
律
賠

町　長

い
。
働
く
場
所
の
創
出
と
と

も
に
、
若
者
に
是
非
住
ん
で

み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
住

宅
を
つ
く
り
た
い
考
え
で
あ

る
。

  

質
問
　
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
利
用
で
き
る
健
康

セ
ン
タ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な

施
設
な
の
か
。
ま
た
、
建
設

の
時
期
、
建
設
の
場
所
は
ど

こ
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
答
弁
　
リ
ハ
ビ
リ
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
的
機
能

と
ケ
ア
、
病
気
の
予
防
や
指

導
、
運
動
機
能
も
備
え
た
複

合
施
設
を
考
え
て
い
る
。

　
質
問
　
山
水
花
の
町
づ
く

り
「
み
ん
な
が
主
役 

し
あ

わ
せ
実
感
の
ま
ち 

は
な
わ
」
の
実
現
が

３
期
目
の
公
約
、

町
づ
く
り
の
基
本

的
考
え
方
は
。

　
答
弁
　
塙
町
は

自
然
に
大
変
恵
ま

れ
た
町
で
あ
る
。

山
の
よ
う
に
ど
っ

し
り
と
し
た
考
え
、

羽黒山と久慈川

町
若
者
定
住
化
へ
の
取
り
組
み
は

若
者
向
け
住
宅
の
建
設
を

  

質
問
　
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
が
共
同
生
活
が
で
き
る

よ
う
な
施
設
と
は
ど
の
よ
う

な
施
設
か
。
ま
た
、
今
後
の

整
備
予
定
は
。

  

答
弁
　
２
０
０
人
以
上
が

ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

冬
期
間
と
か
一
時
的
で
も
よ

い
の
で
、
同
じ
境
遇
の
人
と

共
同
生
活
で
き
る
よ
う
な
施

設
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

一
日
で
も
早
く
実
現
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は

複
合
施
設
を
考
え
て
い
る

原
発
事
故
対
策
の

　
取
り
組
み
は

粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
く

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

共
同
生
活
施
設
の
整
備
を

償
の
実
現
と
東
電
及
び
国
に

対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
答
弁
　
一
度
線
引
き
さ
れ

る
と
国
や
東
電
は
「
て
こ
」

で
も
動
か
な
い
の
が
現
状
。

東
電
と
国
へ
陳
情
。
東
電
･

福
島
県
も
補
償
に
至
っ
た
が
、

福
島
県
人
１
人
１
０
０
万
円

の
補
償
は
し
て
ほ
し
い
と
い

う
持
論
を
曲
げ
る
つ
も
り
は

な
い
。
町
民
課
に
原
発
事
故

補
償
問
題
窓
口
を
配
置
。
議

会
か
ら
原
発
事
故
産
業
実
態

調
査
に
基
づ
く
提
案
書
も
出

さ
れ
今
後
も
粘
り
強
く
東
電

に
交
渉
し
て
い
く
。

清
ら
か
な
水
、
花
は
人
の
気

持
ち
を
安
ら
げ
る
。
塙
町
と

い
う
郷
土
を
愛
す
る
た
め
に

山
水
花
の
町
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
く
。
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一
般
質
問

町
の
考
え
を
問
う

川
上
川
親
水
公
園
改
修

の
予
定
は

現
段
階
で
の
予
定
は
な
い

藤
田
一
男
議
員

町
　
長

　
質
問
　
十
数
年
前
に
川
上

字
道
場
地
区
の
方
々
か
ら
水

道
を
引
い
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。
当
時
は
簡
易

水
道
の
縛
り
が
あ
り
で
き
な

い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
今

は
上
水
道
と
な
っ
た
の
で
、

水
道
整
備
の
制
約
が
な
く
な

川
上
道
場
地
区
へ
の
水
道

の
整
備
予
定
は

現
段
階
で
計
画
は
な
い

　
質
問
　
川
上
親
水
公
園
は
、

昨
年
の
大
雨
で
状
況
が
変
わ

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
元

に
戻
す
考
え
は
あ
る
か
、
ま

た
、
入
口
の
階
段
も
傷
ん
で

お
り
危
険
で
あ
る
。
改
修
の

予
定
は
あ
る
の
か
？

　
答
弁
　
緊
急
性
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
今
の
段
階
で
は

改
修
の
予
定
は
な
い
。

  

質
問
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
を
ダ
リ
ア
観
光
に
委
託
し

て
５
ヶ
月
以
上
た
っ
た
が
発

注
者
と
し
て
管
理
監
督
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
？

　
答
弁
　
業
務
委
託
契
約
に

基
づ
き
業
務
日
誌
や
業
者
と

の
連
絡
調
整
会
議
及
び
学
校

か
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
管
理

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
県

教
育
委
員
会
の
通
知
に
基
づ

き
調
査
も
行
っ
た
が
関
係
法

令
に
基
づ
き
運
行
さ
れ
て
い

る
。

　
質
問
　
委
託
契
約
書
中
第

７
条
で
労
働
基
準
法
、
労
働

安
全
法
、
道
路
交
通
法
そ
の

他
関
係
法
令
を
遵
守
し
な
け

り
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
整
備
予
定
は
あ
る
の
か
？

　
答
弁
　
現
段
階
で
計
画
は

な
い
。

　
質
問
　
住
民
か
ら
要
望
が

あ
る
。
そ
の
声
を
無
視
で
き

な
い
の
で
は
。

　
答
弁
　
条
件
に
あ
っ
た
補

助
事
業
が
見
つ
か
ら
な
い
の

で
計
画
し
て
い
な
い
。
検
討

は
し
て
い
き
た
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い

る
が
、
法
令
は
遵
守
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
の

か
？

　
答
弁
　
法
令
を
守
る
の
が

原
則
で
あ
る
。

　
質
問
　
パ
ー
ト
雇
用
や
ア

ル
バ
イ
ト
の
運
転
手
で
は
法

令
違
反
に
な
り
契
約
違
反
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
が
、
行
政
と

し
て
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　
答
弁
　
調
査
を
し
て
、
も

し
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は

今
後
違
反
の
な
い
よ
う
に
改

善
指
導
し
て
い
く
。

川上川親水公園

委託しているスクールバス

スクールバス運行委託の管理監督は

契約に基づいて運行している
教 育 長
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質
問
　
本
町
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
答
弁
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

が
有
効
で
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太

陽
光
発
電
、
水
力
発
電
も
ふ

さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
お
お
よ
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
示
さ
れ
た
。

　
質
問
　
９
月
３
日
に
開
催

さ
れ
た
塙
町
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
実
用
化
ビ
ジ
ョ
ン
の

一
般
質
問

湯遊ランドのダリア園

地
と
か
太
陽
光

関
連
に
利
用
す

る
考
え
は
な
い

か
。
本
町
で
も

い
ち
早
く
太
陽

光
発
電
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
に

取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
答
弁
　
こ
れ

か
ら
進
め
る
も

の
は
進
め
て
い

く
と
い
う
考
え

で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
資
源
を
利
用
し

て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
ま
で
は
出
て
い
る
。

　
質
問
　
農
産
物
、
稲
わ
ら

の
処
理
、
牧
草
、
あ
る
い
は

ふ
ん
尿
の
始
末
に
も
か
な
り

困
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

も
の
を
バ
イ
オ
マ
ス
の
中
で

組
み
入
れ
て
い
く
考
え
は
な

を
聞
き
た
い
。

　
答
弁
　
湯
遊
ラ
ン
ド
を
利

用
す
る
人
た
ち
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
方
策
を

こ
れ
か
ら
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

い
か
。

　
答
弁
　
未
利
用
材
と
か
バ

ー
ク
、
ふ
ん
尿
処
理
と
か
、

こ
れ
か
ら
検
討
の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

　
質
問
　
塙
町
の
基
幹
産
業

は
農
業
で
あ
る
の
で
、
稲
わ

ら
･
牧
草
･
ふ
ん
尿
な
ど
も
、

塙
町
の
復
興
の
た
め
、
ぜ
ひ

と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
答
弁
　
国
や
東
京
電
力
と

折
衝
を
重
ね
て
、
塙
町
に
で

き
る
も
の
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
う
の
を
検
討
し
な
が

ら
、
両
面
か
ら
攻
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
質
問
　
国
の
実
証
プ
ラ
ン

ト
に
塙
町
が
手
を
挙
げ
る
考

え
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
答
弁
　
考
え
は
持
っ
て
い

な
い
。

　
質
問
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
事
業
化
は
考
え
て
い
な
い

か
。

　
答
弁
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
実
用
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い

る
。

　
質
問
　
那
倉
地
内
に
森
林

ふ
れ
あ
い
公
園
と
し
て
町
が

取
得
し
た
土
地
は
、
そ
の
遊

休
農
地
を
太
陽
光
発
電
の
基

再生可能エネルギー実用化ビジョン策定委員会の視察

策
定
委
員
会

の
構
成
メ
ン

バ
ー
等
は
ど

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の

か
。

　
答
弁
　
構

成
メ
ン
バ
ー

は
、
副
町
長

が
委
員
長
、

町
内
製
材
業

者
、有
識
者
、

議
会
議
員
、

計
10
名
に
委

嘱
状
を
交
付
し
て
い
る
。

　
質
問
　
塙
町
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実

用
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

委
員
会
の
中
の
具
体

的
内
容
は
。

　
答
弁
　
年
間
的
に

１
万
１
０
０
０
ト
ン

の
計
画
で
現
在
間
伐

等
行
っ
て
い
る
が
、

町
の
考
え
を
問
う

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
を

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る

鈴
木
安
次
議
員

町
　
長

これから方策を考えたい

ダリア園管理の状況は

　
質
問
　
湯

遊
ラ
ン
ド
の

ダ
リ
ア
は
、

塙
町
の
顔
で

あ
る
と
考
え

て
い
る
。
湯

遊
ラ
ン
ド
の

ダ
リ
ア
園
の

こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
に

つ
い
て
考
え
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町の考えを問う

行政区の見直しを 小峰由久議員

行政区の意見を尊重したい 町　長

一
般
質
問

　
質
問
　
町
内
行

政
区
は
43
区
、
世

帯
数
は
最
大
２
２

７
戸
、
最
小
８
戸
、

世
帯
数
20
戸
以

下
の
区
が
６
戸
と

な
っ
て
い
る
。
行

政
の
効
率
化
、
住

民
の
負
担
軽
減
の
面
か
ら
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
行
政
区
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば
真
摯
に
受
け
と
め

検
討
し
た
い
。

　
質
問
　
国
･
県
･
町
の
障

害
者
対
策
と
制
度
の
周
知
方

法
は
。

　
答
弁
　
国
は
各
障
害
者
法

及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
対
策
を
そ
れ
ぞ
れ
規

定
し
、
県
や
町
が
事
業
主
体

と
な
り
支
援
給
付
を
行
っ
て

い
る
。
周
知
方
法
は
、
障
害

者
手
帳
と
冊
子
の
配
布
、
相

談
事
業
で
対
応
し
て
い
る
。

　
質
問
　
身

体
障
害
者
福

祉
会
は
、
そ

れ
ら
の
周
知

･
互
助
を
目

的

に

組

織

し
て
い
る
が
、

現
在
会
員
加

入
率
11
％
と

郡
内
最
低
の

組
織
率
と
な

っ
て
い
る
。

町
と
し
て
会

員
増
強
に
協

力
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
答
弁
　
広
報
は
な
わ
に
よ

り
周
知
を
図
っ
て
い
る
が
今

後
も
続
け
る
。

路線バスが運行していない田代地区

　
質
問
　
巡
回
福
祉
バ
ス
試

験
運
行
の
進
行
状
況
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　
答
弁
　
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
の
中
で
実
証
実
験
等

話
し
合
わ
れ
る
予
定
。

　
質
問
　
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
は
具
体
的
に
何
を
す

る
の
か
。
そ
の
目
標
は
何

か
？

　
答
弁
　
多
く
の
関
係
者
の

合
意
の
も
と
、
公
共
交
通
を

確
保
す
る
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
検
討
し
、
町
の
施
策
に

反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
質
問
　
意
見
の
集
約
を
し

て
成
案
を
得
る
と
い
う
決
意

は
。

　
答
弁
　
意
見
を
取
り
ま
と

め
る
前
で
あ
っ
て
も
実
験
は

で
き
る
。
早
め
に
実
証
実
験

を
し
た
い
。

行政区長会

障
害
者
福
祉
の
拡
充
を

相
談
事
業
な
ど
で
対
応巡回福祉バス試験運行の進捗状況は

公共交通活性化協議会で検討中
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質
問
　
被
害
が
町
内
全
域

に
拡
大
し
て
い
る
。
対
策
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
答
弁
　
要
請
を
受
け
駆
除

隊
に
駆
除
依
頼
し
て
い
る
ほ

か
、
駆
除
機
器
の
貸
出
し
や

電
気
牧
柵
設
置
補
助
金
及
び

捕
獲
へ
の
補
助
金
を
出
し
て

い
る
。

　
質
問
　
今
後
の
対
応
と
し

て
駆
除
期
間
（
狩
猟
期
）
の

通
年
制
、広
域
的
一
斉
駆
除
、

区
長
経
由
の
駆
除
申
請
の
検

討
や
防
護
ネ
ッ
ト
補
助
な
ど

一
般
質
問

防災訓練の様子

町
の
考
え
を
問
う

獣
害
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

補
助
制
度
等
の
活
用
周
知

し
て
い
く

鈴
木
幸
江
議
員

町
　
長
　
　
　

  
質
問
　
地
域
防
災
計
画
の

中
で
土
石
流
･
急
傾
斜
地
・

地
す
べ
り
等
の
災
害
危
険
箇

所
が
町
内
全
域
で
１
９
４
箇

所
あ
る
。
防
災
事
業
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

　
答
弁
　
ほ
と
ん
ど
が
県
の

管
理
下
で
、
県
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
要
望
し
て
い
く
体

制
に
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
等
は
、
国
･
県
の

期
成
同
盟
会
等
が
要
望
し
進

捗
を
上
げ
て
い
る
。今
後
も
、

道
路
及
び
河
川
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
危
険
箇
所
の
把

握
、
対
応
に
努
め
て
い
く
。

　
質
問
　
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
不
具

合
が
全
国
的
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
端
末

機
と
の
連
動
に
問
題
は
な
い

か
。
　

　
答
弁
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
昨

年
の
７
月
か
ら
稼
動
、
Ｉ
Ｐ

端
末
機
と
も
連
動
し
、
問
題

な
く
情
報
が
流
れ
て
い
る
。

今
後
、
シ
ス
テ
ム
の
検
討

･
改
善
を
進
め
、
情
報
を

提
供
し
て
い
く
。

　　
質
問
　
自
主
防
災
意
識
の

向
上
、
自
主
防
災
組
織
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
考
え
は
。

　
答
弁
　
行
政
区
長
を
ト
ッ

プ
に
対
応
で
き
る
組
織
を
目

指
し
て
い
る
。
防
災
上
必
要

な
改
善
･
改
良
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
が

必
要
な
ほ
か
、
荒
地
･
耕

作
放
棄
地
対
策
も
急
務
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

　
答
弁
　
狩
猟
期
間
は
、
通

年
必
要
と
考
え
る
の
で
県
に

要
望
す
る
。
郡
単
位
な
ど
の

一
斉
駆
除
は
現
段
階
で
は
難

し
い
が

検
討
す

る
。
駆

除
の
申

請
手
続

き
に
つ

い
て
は
、
通
常
区
長
が
窓
口

に
な
っ
て
い
る
。
申
請
が
あ

れ
ば
即
対
応
し
て
い
る
。
直

接
相
談
も
受
け
て
い
る
。
防

護
ネ
ッ
ト
の
補
助
金
も
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
耕
作

放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
中
山
間
事
業
に
よ
り
進

め
た
い
。

　
質
問
　
被
害
の
実
態
や
地

域
の
要
望
の
把
握
、
町
の
対

策
（
補
助
制
度
な
ど
）
の
周

知
等
の
た
め
住
民
と
の
直
接

対
話
が
必
要
で
な
い
か
。

　
答
弁
　
行
政
懇
談
会
等
を

開
催
し
、
対
応
す
べ
く
検
討

し
た
い
。

生
命
と
生
活
・
財
産
を
守
る
危
機
管
理
は

情
報
提
供
・
組
織
の
改
善
に
取
り
組
む

設置した電気牧柵
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一
般
質
問

町
の
考
え
を
問
う

放
射
線
被
害
の
実
態
と

除
染
状
況
は

町
は
学
校
な
ど
を
除
染

地
域
で
も
除
染
を
実
施

小
貫
初
枝
議
員

町
　
長
　
　
　

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、
子
ど
も
を
持
つ
親
が
心

配
す
る
の
で
、
小
学
校
の
校

庭
、
幼
稚
園
の
園
庭
の
土
の

入
れ
替
え
を
行
っ
た
。
県
の

指
導
及
び
補
助
を
受
け
て
、

通
学
路
の
草
刈
り
や
一
定
区

間
の
土
砂
の
除
去
を
行
っ
た

行
政
区
も
あ
る
。

　　
質
問
　
地
域
給
付
金
給
付

の
進
捗
状
況
は
。

　
答
弁
　
県
の
資
料
に
よ
る

と
８
月
31
日
現
在
97
％
の
支

払
い
状
況
で
あ
る
。
未
請
求

者
に
つ
い
て
は
、
広
報
し
請

求
を
手
伝
い
た
い
。

　
質
問
　
放
射
線
被
害
の
実

態
と
除
染
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
答
弁
　
塙
町
は
０
･
23
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
除

染
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

子どものいじめの実態は

迅速な対応で早期解決を　教育長
　
質
問
　
兵

庫
県
の
高
校

２
年
生
の
男

子
生
徒
、
滋

賀
県
大
津
市

の
中
学
二
年

生
の
男
子
生

徒

の

自

殺

は
、
社
会
問

題
と
し
て
、

国
会
で
も
取

り

上

げ

ら

れ
、
教
研
集

会
で
も
緊
急

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
注

目
を
集
め
て

い
る
。
塙
町

で
は
ど
の
よ
う
な
状
況

で
あ
る
か
。

　
答
弁
　
い
じ
め
が
社

会
問
題
化
し
た
平
成
６

年
以
降
、
未
然
防
止
や

早
期
発
見
、
早
期
解
決

を
指
導
し
て
き
た
。
　

年
２
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
い
じ
め
の
実
態

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

校
長
会
、
生
徒
指
導
担

当
の
先
生
の
会
議
等
で

情
報
の
交
換
を
行
い
、

早
期
発
見
・
早
期
解
決

に
努
め
て
き
た
。
今
年
の
４

月
か
ら
８
月
の
期
間
で
、
小

中
学
校
合
わ
せ
て
６
件
の
報

告
が
あ
っ
た
が
、
学
校
の
迅

速
な
対
応
に
よ
り
深
刻
に
至

ら
ず
早
期
解
決
が
図
ら
れ

た
。

　
質
問
　
学
校
や
教
育
委
員

会
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る

み
で
少
な
い
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
、

手
紙
等
間
口
の
広
い
対
応
を

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
答
弁
　
根
絶
は
、
「
い
じ

め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と

い
う
認
識
に
立
つ
こ
と
が
重

要
と
い
わ
れ
て
い
る
。
相
手

を
思
い
や
る
心
や
自
分
を
大

切
に
、
よ
り
よ
く
生
き
る
よ

う
と
す
る
気
持
ち
を
幼
い
時

か
ら
醸
成
す
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。

　
質
問
　
塙
の
上
空
も
米
軍

軍
用
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練

飛
行
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る

が
、
町
長
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

　
答
弁
　
福
島
県
の
町
村
会

と
し
て
も
大
き
な
問
題
で
す
。

地
域
住
民
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
に
も
、
大
き
な
組
織

と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

対
応
し
た
い
。

米
軍
軍
用
機
訓
練
飛
行
に

対
す
る
町
長
の
考
え
は

広
域
的
な
対
応
で

住
民
の
不
安
解
消
を

地域で除染作業を実施

いじめのない楽しい学校生活を
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町の考えを問う

「人創り」の具体的事業は 藤田高志議員

人材育成事業を進めている

一
般
質
問

町　長　　　

　
質
問
　
６
月
議
会
で

答
弁
し
た
若
者
が
集
ま

れ
る
場
所
、
遊
べ
る
ゾ

ー
ン
」
の
具
体
的
内
容

は
。

　
答
弁
　
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
野
球
で
若
者
が
集

ま
れ
る
よ
う
な
場
所
を

東
白
川
郡
内
に
何
ら
か

の
方
法
で
建
設
し
た
い
。

　
質
問
　
大
規
模
多
目

的
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設

置
は
、
大
型
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
誘
致
な
ど
に
よ

る
交
流
人
口
の
増
大
が

見
込
め
、
ま
た
広
域
的

な
住
民
の
避
難
場
所
と

し
て
の
利
用
を
進
め
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

地
盤
が
強
い
こ
と
や
首

都
圏
か
ら
の
位
置
な
ど

利
点
を
生
か
し
た
施
策

の
可
能
性
が
あ
る
が
ど

う
考
え
る
か
。

　
答
弁
　
練
馬
区
な
ど

と
防
災
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
避
難
者
受
入
な

ど
に
も
利
用
可
能
で
あ

る
と
思
う
。
都
市
交
流

に
も
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。

「
子
ど
も
･
若
者
た
ち
の

気
持
ち
を
満
た
す
」政
策
を

安
心
･
安
全
を
伝
え
必
要

な
も
の
に
投
資
し
て
い
く

　
質
問
　
子
ど
も
、
若
者
た

ち
の「
放
射
能
被
ば
く
恐
怖
・

不
安
・
ス
ト
レ
ス
」
早
期
解

消
等
の
政
策
は
。

　
答
弁
（
町
長
）　
放
射
能

に
よ
る
風
評
被
害
対
策
を
講

じ
て
い
る
が
、
風
評
被
害
は

自
ら
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
の

な
い
よ
う
皆
が
協
力
し
て
風

評
被
害
を
一
掃
し
た
い
。

　
答
弁
（
教
育
長
）

　
子
ど
も
た
ち
に

放
射
線
に
対
す
る

正
し
い
知
識
、
放

射
能
か
ら
身
を
守

る
こ
と
な
ど
を
継

続
し
て
指
導
し
て

い
く
。
ま
た
、
塙

町
の
空
間
線
量
等

を
定
期
的
に
測
定
、

学
校
給
食
の
食
材

の
検
査
結
果
を
子

ど
も
、
保
護
者
に

伝
え
、
塙
町
は
安

心
・
安
全
と
い
う

こ
と
を
伝
え
て
い

く
こ
と
も
大
事
。

　
質
問
　
こ
の
町

を
担
っ
て
い
く
子

ど
も
た
ち
に
希
望

を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
施
策
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

　
答
弁
　
働
く
場

所
の
確
保
、
塙
厚

生
病
院
を
核
と
し

た
健
康
ゾ
ー
ン
の

整
備
、
若
者
向
け

住
宅
の
確
保
な
ど

必
要
な
も
の
に
は

投
資
を
惜
し
ま
な

い
。

まちづくり講座生が始めた水上俵引き競争

な
こ
と
が
大
切
。

「若者が集まれる場所・遊べるゾーン」の具体的計画は

多目的施設の設置を考えたい 町　長

質
問
　「
町
創
り
」
は
「
人

創
り
」
と
言
わ
れ
る
が
将
来

に
向
け
た
人
づ
く
り
に
つ
い

て
具
体
的
事
業
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　
答
弁
（
町
長
）　
今
町
が

行
っ
て
い
る
事
業
は
す
べ
て

人
づ
く
り
に
通
じ
て
い
る
。

第
五
次
長
期
総
合
計
画
の
基

本
目
標
を
受
け
、
学
校
教
育

お
よ
び
生
涯
教
育
の
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
を
通
し
て
人
材
育

成
に
努
め
て
い
る
。

　
答
弁
（
教
育
長
）　
学
校

教
育
で
は
、
郷
土
を
愛
す
る

理
解
と
郷
土
を
愛
す
る
心
情

を
育
む
教
育
や
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
中
高
一
貫
教
育
な
ど

の
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

生
涯
教
育
に
お
い
て
は
、
生

涯
に
わ
た
り
各
年
代
ご
と
に

健
康
と
生
き
が
い
を
持
て
る

生
活
を
願
い
諸
事
業
を
進
め

て
い
く
。
中
核
事
業
は
、
青

少
年
健
全
育
成
事

業
で
あ
り
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し

て
未
来
の
塙
町
を

担
う
青
少
年
育
成

に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
か
つ
て
、
町
の
人
材

育
成
事
業
で
あ
る
「
ま
ち
づ

く
り
講
座
」
が
あ
っ
た
。
そ

の
講
座
生
は
、
現
在
も
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
づ
く
り
を
進
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
支
援
や
リ
ー

ダ
ー
育
成
等
「
人
づ
く
り
構

想
」
に
つ
い
て
考
え
は
あ
る

か
。

　
答
弁
　
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
す
こ
と
は
大
切
だ
が
、
行

政
に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
で
は

だ
め
。
皆
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
町
民
と
一
緒
に
一
つ

の
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
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藤
田（
一
）　
広
域
入
所
負

担
金
と
広
域
入
所
委
託
料
の

金
額
の
差
は
。

　
答
弁
　
算
定
基
準
が
違
う
。

　
藤
田（
一
）　
老
人
ホ
ー
ム

米
山
荘
の
跡
地
に
町
所
有
の

土
地
は
な
い
の
か
。

  

答
弁
　
町
の
土
地
が
一
部

あ
る
。

　
鈴
木（
茂
）　
野
生
イ
ノ
シ

シ
緊
急
対
策
事
業
予
算
の
見

込
み
は
。

　
答
弁
　
11
月
か
ら
３
月
ま

で
で
50
頭
を
予
定
し
て
い

る
。

　
鈴
木（
孝
）　
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
意
味
を
考
え
て
、
設

定
変
更
す
べ
き
と
思
う

が
。

  

答
弁
　
緊
急
情
報
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
行
い
た

い
。

　
大
縄
　
地
震
災
害
住
宅

補
助
金
の
申
請
は
い
つ
ま

で
か
。

  

答
弁
　
締
め
切
り
は
５
月

で
あ
っ
た
。

　
答
弁
　
県
が
５
社
を
指
名

し
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
実

施
。
県
南
地
方
は
共
通
の
単

価
で
随
意
契
約
す
る
。

　
藤
田（
一
）  

設
置
場
所
を

予
定
し
て
い
た
薩
摩
酒
造
跡

地
か
ら
吉
成
運
送
の
倉
庫
に

変
更
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
答
弁
　
薩
摩
酒
造
跡
地
ま

で
の
道
幅
が
狭
く
危
険
な
の

で
変
更
し
た
。

　
藤
田（
一
）　
補
助
金
か
ら

諸
収
入
に
２
１
６
５
万
が
財

源
振
替
さ
れ
て
い
る
理
由

は
。

　
答
弁
　
東
京
電
力
か
ら
の

補
償
が
入
る
た
め
で
あ
る
。

　
郡
内
の
医
療
機
関
の
減
少

及
び
医
師
の
高
齢
化
に
よ
り
、

今
後
更
な
る
開
業
医
の
減
少

が
危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
に
お
い
て
、
診
療
各

科
の
手
術
数
や
救
急
車
の
受

入
等
が
増
加
し
、
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
。

地
域
医
療
の
問
題
点

利
用
者
か
ら
見
た
問
題
点

①
長
期
入
院
施
設
が
不
足
し

て
い
る
。

②
夜
間
･
休
日
な
ど
の
救
急

医
療
体
制
の
整
備
が
必
要

③
接
遇
へ
の
不
満
（
待
ち
時

間
、
治
療
費
、
医
師
の
説
明
）

※
本
来
の
医
療
格
差
に
気
が

つ
き
に
く
い
状
況
で
あ
る
。

医
師
側
か
ら
見
た
問
題
点

①
医
療
従
事
者
不
足
の
た
め

人
員
確
保
が
必
要
（
医
師
不

足
）

※
利
用
者
と
医
師
の
認
識
の

違
い
を
是
正
し
、
両
者
が
地

域
医
療
の
問
題
点
を
共
有
し
、

地
域
を
上
げ
て
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
質
　
疑

米のセシウム濃度検査機器

一
般
会
計

そ
の
他

補

正

予

算

議
案
審
議

　
米
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
全
袋

検
査
の
た
め
の
機

器
を
購
入
。

　
家
庭
環
境
及
び
家

族
構
成
等
に
よ
り
、

在
宅
医
療
従
事
者
を

増
や
し
た
だ
け
で
は

根
本
的
解
決
に
な
ら

な
い
。
在
宅
医
療
へ

の
要
望
が
増
加
、
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。
人
口

推
計
か
ら
、
今
後
ま

す
ま
す
医
療
介
護
の

環
境
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
。

塙
厚
生
病
院
の
現
在
と
今
後

の
取
り
組
み

　
介
護
医
療
の
24
時
間
体
制

へ
向
け
た
基
盤
づ
く
り
事
業

を
進
め
る
。
ま
た
、
地
域
医

療
連
携
室
を
設
置
し
、
医
療
、

福
祉
、
介
護
機
関
の
連
携
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
情
報
発
信
、
行
政
と
の
連

携
及
び
勤
務
医
の
負
担
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
塙
厚
生
病
院
と
し
て
も
行

政
と
の
連
携
を
強
化
し
、
少

子
高
齢
化
に
対
応
で
き
る
地

域
医
療
体
制
の
構
築
が
必
要

と
の
見
解
で
あ
る
。
議
会
と

し
て
も
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
の
現
場
の
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
推
進
し
、
地
域

医
療
の
更
な
る
充
実
･
向

上
を
目
指
す
べ
き
と
再
認
識

し
た
。

地
域
医
療
の
現
状
と
問
題
点
を
調
査

経
済
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
藤
田（
一
）　
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
の
汚
泥
処

理
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

  

答
弁
　
一
般
廃
棄
物
と
し

て
東
白
衛
生
組
合
で
処
理
し

て
い
る
。

農
業
集
落
排
水

財
産
の
取
得

　
質
　
疑

藤
田（
一
）  

入
札

は
１
社
だ
け
だ
っ

た
の
か
。

医
療
体
制
の
現
状

在
宅
医
療
介
護
の

問
題
点

今
後
の
方
向
性

塙厚生病院で説明を受ける

（
平
成
24
年
８
月
28
日
実
施
）

会　計　名 補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 58 億 7770 万 9 千円 2 億 5854 万 4 千円 61 億 3625 万 3 千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 11 億 5510 万 3 千円 3359 万 4 千円 11 億 8869 万 7 千円

農業集落排水処理事業 1 億 3842 万 6 千円 6 万 2 千円 1 億 3848 万 8 千円

塙林間工業団地 1200 万 9 千円 870 万 1 千円 2071 万円

介 護 保 険 8 億 1103 万 8 千円 839 万 1 千円 8 億 1942 万 9 千円

後期高齢者医療 8917 万 2 千円 39 万 7 千円 8956 万 9 千円

補正予算のあらまし
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追 跡 レ ポ ー ト
～ 一般質問のその後 ～

　定例会で行われた一般質問の中からピックアップし

その後の動き、現在の状況を調査しました。

議会議員と意見交換しませんか

　議会議員と意見交換会をする団体を募集し
ています。町民または町内に勤務しているお
おむね 10 人以上のグループが対象で、ご希
望の会場に伺います。お申し込みは、議会事
務局 ( ℡ 43-2150) にお願いします。

 

議
会
の
話
題

農産物の実害、風評被害対策は

　質問  農産物の実害、風評被害に対しての問題点、

今後の取り組みについて伺いたい。

  

　答弁　道の駅などの売上げが減少し、それぞれに東

京電力に賠償請求をしている。町では、都市交流を一

層充実させ、アンテナショップの設置を検討している

ほか、パイプハウスでの農作物栽培の支援や加工品の

開発も検討していきたい。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 ( 平成 24 年３月定例会）

真庭市の製材業者を視察

その後の状況

　都市交流イベント参加により風評被害の払拭に

努めている。アンテナショップの開設により消費

者の声を直接聞くことができ、都市交流の核とし

ての役割が期待される。またパイプハウスリース

事業で通年の農産物栽培を促進するほか、東京聖

栄大学 ( 葛飾区 ) と共同で農産物の加工品作りに

も取り組んでいる。

　

都市交流事業

平
成
24
年
度
第
５
回
臨
時
会

補

正

予

算

　
平
成
24
年
10
月
18
日
、
第

５
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
提
出
議
案
２
件
を

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

  

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予

算
に
３
０
７
７
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
61
億
６
７

０
２
万
５
千
円
に
。

工
事
請
負
契
約

　
平
成
23
年
９
月
16
日
契
約

の
塙
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強

･
大
規
模
改
修
工
事
の
請

負
金
額
を
２
７
３
１
万
６
８

０
０
円
増
額
し
、
４
億
３
４

８
万
４
５
５
０
円
に
。

　
総
務
文
教
･
経

済
厚
生
常
任
委
員

会
行
政
視
察
研
修

　
10
月
24
日
か
ら

26
日
、
岡
山
県
西

粟
倉
村
の
「
百
年

の
森
構
想
」
と
真

庭
市
の
「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
真
庭
」

の
取
り
組
み
を
研

修
し
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
、
郡
山
市
で
開

催
さ
れ
た
町
村
議
会
議
員
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
内

容
は
「
震
災
か
ら
の
復
興
や

今
後
の
展
望
」
な
ど
で
し
た
。

県
道
高
萩
塙
線
整
備
促
進
の

た
め
の
高
萩
市
･
塙
町
議

会
議
員
の
交
流
研
修
会

  

11
月
６
日
、
24
年
度
の
研

修
会
は
、
高
萩
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
高
萩
塙
線
の
整

備
状
況
説
明
、
高
萩
市
の
企

業
「
生
科
学
工
業
高
萩
工
場
」

を
見
学
の
後
、
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

町
村
議
会
議
員
研
修
会

東
白
川
郡
地
域
医
療
問
題
講

演
会

　
９
月
29
日
、
塙
農
村
勤
労

福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
た
東

白
川
郡
医
師
会
が
主
催
す
る

「
地
域
医
療
問
題
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」「
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
」

の
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。地域医療問題講演会
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那
倉
、
片
貝
に
続
い
て
、
高
城
小
学
校

の
統
合
が
決
定
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
の
中
、学
校
の
統
廃
合
は
、

東
京
都
内
で
さ
え
例
外
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
地
域
の
方
々
は
、
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
何
よ
り
も
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
、
よ
り

良
い
手
法
を
真
摯
な
話
し
合
い
の
中
か
ら

見
出
す
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
消
防
操
法
大
会
で
は
、
全
国
大

会
に
出
場
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
こ
と
は
、
町
を
明
る
く
す
る
す
ば
ら
し

い
出
来
事
で
し
た
。
団
員
や
関
係
者
の
ご

努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
貫 

初
枝  

U
R
L
http://w

w
w
.tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp/

E-m
ai
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塙
町
議
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長
鈴
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男
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集
　
議
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報
編
集
常
任
委
員
会

編
集
後
記

　

広報編集常任委員会

委 員 長　鈴 木 　 幸 江

副委員長　吉 田 　 克 則

委　　員　小 貫 　 初 枝

委　　員　鈴 木 　 安 次

み ん な い き い き　VOL．13

　広報編集委員が、団体（サークルなど）を訪問して活動内容を皆さんにお知らせします。

団体の名称：はなわダリア染めの会

はなわダリア染めの会の皆さん

公民館の講座は大好評

　議会傍聴においでください 

　次回の定例会は、12 月中旬に開会されます。

議場は役場庁舎の二階西側にあります。住所・

氏名の記入等簡単な手続きで傍聴できますの

で、ぜひお出かけください。

　「
は
な
わ
ダ
リ
ア
染
め
の

会
」
は
平
成
14
年
１
月
に
発

足
し
た
女
性
グ
ル
ー
プ
で
、

現
在
は
二
代
目
の
会
長
を
白

石
好
子
さ
ん
が
務
め
会
員
13

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ダ

リ
ア
を
活
か
し
た
特
産
品
の

開
発
に
取
り
組
み
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
ダ
リ
ア
染

め
の
染
色
法
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
平
成
15
年
に
は
第
３

回
ふ
く
し
ま
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
（
工
芸
部
門
）
で
ふ

く
し
ま
特
産
品
大
賞
（
県
知

事
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ダ
リ
ア
の
花
び
ら
で
つ

く
っ
た
染
色
液
で
鮮
や
か
な

色
に
仕
上
げ
ま
す
。
花
の
種

類
や
花
び
ら
の
量
、
ま
た
水

な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の
仕
上

が
り
が
変
わ
り
、
絞
り
染
め

の
技
法
な
ど
に
よ
っ
て
様
々

な
模
様
も
楽
し
め
、
世
界
に

一
つ
だ
け
の
作
品
に
仕
上
が

り
ま
す
。

　
ダ
リ
ア
染
め
の
ハ
ン
カ

チ
、
ス
カ
ー
フ
、
ス
ト
ー
ル

な
ど
の
製
品
は
、
道
の
駅
・

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
ま
た

福
島
空
港
や
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く

し
ま
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

  

ダ
リ
ア
染
め
は
、
公
民
館

の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

体
験
が
で
き
ま
す
。
会
員
の

方
が
講
師
と
な
り
、
親
切
に

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
に
挑
戦
し
て
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。

輪ゴムを使って様々な模様を

※議会会議録はホームページでご覧になれます。


